いちが や じしょう いん そうば か さいおう じゅうとく 

巿ケ 谷の 自証 院の惣 墓の 中に、 西 応従徳 と 云う 法 

さ いおうぼう どうしん ぼうず 

名 を 彫った 墓が ある。 それ は西応 房と 云う 道心 坊主の 

墓で、 墓の 主の 西応房 は、 素養な ど はすこし もなかつ 

たが、 殊勝な 念仏 行者で、 生涯 人の 悪 を 云わず、 他人 

き とが 

の 罪 を 被せられても 弁解せ ず、 それで 咎められる 事で 

も あると あやまり 入り、 それが 後に なって 明白に なつ 

て も、 別に 喜び もしないで、 そうで あつたかな あと 云つ 

てんぽ-つ 

てす ましていた。 往生した の は 天 保 十一 年 X 月 十三 日 

で、 其の 前日の 十二 日に は 弥陀 如お の 来迎 を 拝した と 

云われて いる。 

びしゅう なかじま ごお リ いち みや 

其の 西 応房は 尾 州 中島 郡 一 の宫の 生れで あつたが、 



から 十三 年 前、 ちょうど 十六の 七月に、 近くの 川へ 洗 

濯に 往 つてお つて、 遁 れられ ない 因縁から、 そのまま 

山に 入って 仙人に なった が、 両親 は それと 知らないで、 

其の 日 を 命日に して、 供養して くれる の はありが たい 

が、 仙界で は それが 障碍に なって、 修行の 邪魔になる。 

せ， < かく すずか 

それに 来年 は、 一級 仙 格が 進んで、 鈴 鹿の 神になる 事 

にな つ てお るが、 両親 は 今年が 十三 回忌に 当る から、 

此の 七月に また 法要 をして くれよう としてお るが、 そ 

れ では 到底 鈴 鹿の 神になる 事が できぬ。 それで 大儀な 

うち 

がら わたしの 家へ 住って、 以来 仏事 供養 は、 無用に し 

て もらうよう 伝えても らいたい」 
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